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原　良憲 教授　略歴

1958 年（昭和 33 年）7 月 21 日　兵庫県姫路市に生まれる

学　歴

1981 年（昭和 56 年）3 月 東京大学工学部電子工学科卒業
　題目：「あいまい変量を含む大規模社会システムの研究」

1983 年（昭和 58 年）3 月 東京大学大学院工学系研究科電気工学専攻修士課程修了
　題目：「グラフ自動作図化手法の研究」

2005 年（平成 17 年）3 月 京都大学博士（情報学）
　題目：「高品質ハイパーメディア実現とその利用に関する研究」

職　歴

1983 年（昭和 58 年）4 月 日本電気株式会社 C&C システム研究所コンピュータシステム研究部
研究員（1988 年 6 月まで）

1988 年（昭和 63 年）7 月 日本電気株式会社 C&C システム 研究所情報基礎研究部主任（1989 年
6 月まで）

1989 年（平成元年）7 月 日本電気株式会社 C&C 情報研究所情報応用研究部主任（1994 年 5 月
まで）

1990 年（平成 2 年）8 月 スタンフォード大学コンピュータサイエンス学科客員研究員（1991 年
9 月まで）

1994 年（平成 6 年）6 月 日本電気株式会社 C&C 研究所ターミナルシステム研究部研究課長
（1995 年 6 月まで）

1995 年（平成 7 年）6 月 NEC USA, Inc., C&C Research Laboratories, Senior Research Man-
ager（2000 年 5 月まで）

2000 年（平成 12 年）6 月 NEC USA, Inc., C&C Research Laboratories, Department Head（2001
年 10 月まで）

2000 年（平成 12 年）6 月 NEC USA, Inc., Venture Development Center, Director 兼務（2001 年
10 月まで）

2001 年（平成 13 年）11 月 NEC Laboratories America, Inc., Department Head（2004年 6月まで）
2004 年（平成 16 年）7 月 日本電気株式会社インターネットシステム研究所研究統括マネー

ジャー（関西研究所統括）（2006 年 3 月まで）
2006 年（平成 18 年）4 月 京都大学大学院経営管理研究部 教授（経営管理大学院 教授）（現在に

至る）
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2009 年（平成 21 年）9 月 2009 年度派遣研究者 （ウィーン大学 Research Group Knowledge
Engineering）（2009 年 9 月まで）

2010 年（平成 22 年）4 月 京都大学大学院経営管理研究部 附属経営研究センター長（2012 年 3
月まで）

2010 年（平成 22 年）4 月 京都大学経営管理大学院「サービス価値創造プログラム」プログラム
長（2014 年 3 月まで）

2014 年（平成 26 年）4 月 京都大学大学院経営管理研究部・教育部 副研究部長（経営管理大学院
副院長）（2016 年 3 月まで）

2018 年（平成 30 年）4 月 京都大学大学院経営管理研究部・教育部 研究部長（経営管理大学院
院長）（2020 年 3 月まで）

社会における活動等（最近のものに限定）

2008 年（平成 20 年）3 月 筑波大学サービス・イノベーションプロジェクト外部評価委員会委員
（2010 年 3 月まで）

2008 年（平成 20 年）7 月 筑波大学大学院プレ戦略イニシアティブ分野別評価委員会委員（2009
年 3 月まで）

2008 年（平成 20 年）9 月 大阪商工会議所「関西サービス・イノベーション創造会議」座長（2011
年 3 月まで）

2009 年（平成 21 年）3 月 慶應義塾大学サービス・イノベーションプロジェクトアドバイザリー
委員会委員（2011 年 3 月まで）

2009 年（平成 21 年）4 月 筑波大学大学院プレ戦略イニシアティブ分野別評価委員会委員（2010
年 5 月まで）

2011 年（平成 23 年）4 月 近畿経済産業局「感性サービス撰」選定委員会委員長（2012 年 3 月
まで）

2012 年（平成 24 年）6 月 一般社団法人京都ビジネスリサーチセンター 代表理事/理事長（2014
年 6 月まで）

2012 年（平成 24 年）12 月 科学技術振興機構 研究開発戦略センター 特任フェロー（2013 年 3 月
まで）

2013 年（平成 25 年）11 月 三菱総合研究所海外事業センター サービス産業国際展開研究会委員
（2014 年 3 月まで）

2014 年（平成 26 年）4 月 京都市ベンチャー企業 目利き委員会 審査委員（現在に至る）
2015 年（平成 27 年）11 月 京都市「これからの 1000 年を紡ぐ企業認定」審査委員長（2021 年 3

月まで）
2016 年（平成 28 年）4 月 一般財団法人サムコ科学技術財団　理事（現在に至る）
2017 年（平成 29 年）3 月 一般社団法人京都経済同友会 創立 70 周年特別委員会 記念提言 WG

アドバイザー（2018 年 4 月まで）
2017 年（平成 29 年）10 月「未来の京都の成長・発展を支える学術研究・先端産業等用地の創出」

調査業務に係る研究会委員（2018 年 3 月まで）
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2018 年（平成 30 年）4 月 京都大学同窓会 評議員（2019 年 3 月まで）
2018 年（平成 30 年）4 月 大阪大学 CO デザインセンター アドバイザリーボード委員（2022 年

3 月まで）
2018 年（平成 30 年）6 月 2020 年度県立姫路西高等学校スーパーグローバルハイスクール 企画

推進委員会委員（2019 年 3 月まで）
2018 年（平成 30 年）11 月 文部科学省高等教育局 大学設置・学校法人審議会（大学設置分科会）

専門委員（2019 年 10 月まで）
2019 年（令和元年）6 月 アサヒホールディングス株式会社（現 ARE ホールディングス株式会

社）社外取締役（監査等委員）（現在に至る）
2019 年（令和元年）8 月 京都市基本計画審議会 委員（2021 年 3 月まで）
2019 年（令和元年）8 月 一般社団法人 ABEST21 専門審査委員会（Peer Review Committee）

委員（2021 年 3 月まで）
2020 年（令和 2 年）10 月 田沼グリーンハウス財団　研究助成選考委員（「食とホスピタリティ

領域における，最新技術の活用に関する研究」選考委員会 委員長）
（現在に至る）

2020 年（令和 2 年）10 月 日本学術会議 連携会員（第 25 期，第 26 期）（現在に至る）
2021 年（令和 3 年）2 月 日本学術会議 経営学委員会「AI・IT 等の普及による経営実践・経営

学・経営学教育への影響を検討する分科会」委員長（現在に至る）
2021 年（令和 3 年）3 月 日本学術会議 経営学委員会「サービス分科会」委員（現在に至る）
2021 年（令和 3 年）7 月 第 4 回 日本サービス大賞委員会 委員（現在に至る）
2023 年（令和 5 年）11 月 一般社団法人日本宿泊産業マネジメント技能協会 理事（現在に至る）

学会活動等

1984 年（昭和 59 年）4 月 情報処理学会会員（現在に至る）
2002 年（平成 14 年）4 月 Association for Computing Machinery 会員（2011 年まで）
2003 年（平成 15 年）4 月 電子情報通信学会会員（現在に至る）
2004 年（平成 16 年）9 月 電気情報通信学会関西支部評議員（2006 年 3 月まで）
2009 年（平成 21 年）6 月 組織学会会員（現在に至る）
2012 年（平成 24 年）4 月 グローバルビジネス学会会員（現在に至る）
2012 年（平成 24 年）4 月 グローバルビジネス学会理事（2018 年 3 月まで）
2012 年（平成 24 年）10 月 サービス学会会員（現在に至る）
2012 年（平成 24 年）10 月 サービス学会代議員（2014 年 3 月まで）
2014 年（平成 26 年）4 月 サービス学会理事（2018 年 6 月まで）
2014 年（平成 26 年）5 月 Association for Computing Machinery 会員（現在に至る）
2018 年（平成 30 年）6 月 サービス学会副会長（2020 年 6 月まで）
2020 年（令和 2 年）6 月 サービス学会会長（2022 年 6 月まで）
2022 年（令和 4 年）6 月 サービス学会副会長（現在に至る）
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著書（編著・共著）
原　良憲，嶋田　敏，星山英子，「スーパーホテル『マニュアル』を超えた感動のおもてなし」，かんき出版，2024.
Yoshinori Hara, Senko Ikenobo, Spring H. Han, “A New Approach to Resilient Hospitality Management: Lessons and

Insights from Kyoto, Japan”, Springer, April, 2022.
Yoshinori Hara, Dimitris Karagiannis（Eds.），“Serviceology for Services”, 5th International Conference, ICServ 2017,

Springer, Vienna, Austria, July, 2017.
小林潔司，原　良憲，山内　裕（編）「日本型クリエイティブ・サービスの時代―『おもてなし』への科学的接近」，

日本評論社，2014.

著書（分担執筆）
Kengo Matsumura, Satoshi Shimada, Yoshinori Hara, “R&D Staff Perception Leading to Product Innovation: Case

Study on Carbohydrate-Free Sak?”, in Takeshi Takenaka, Spring Han, Chieko Minami（eds.）“Serviceology for
Services”, 7th International Conference, ICServ 2020, Springer, 2020.

Yoshinori Hara, “Japanese Creative Service and Its Competitive Value Co-creation Processes”, in Kaneda T., Kanegae
H., Toyoda Y., Rizzi P．（eds.）Simulation and Gaming in the Network Society. Translational Systems Sciences,
Vol 9. pp. 159–172, Springer, 2016．（DOI: 10.1007/978-981-10-0575-6_13）

Yoshinori Hara, Hisashi Masuda, “Global Service Enhancement for Japanese Creative Services Based on the Early/
Late Binding Concepts”, in Dimitris Karagiannis, Heinrich C. Mayr, John Mylopoulos（eds.） “Domain-Specific
Conceptual Modeling: Concepts, Methods and Tools”, Springer, pp. 509–526, 2016．（DOI: 10.1007/978-3-319-39417-6_
23）

Yoshinori Hara, Yoshikazu Maegawa, and Yutaka Yamauchi, “Sustainability and Scalability in Japanese Creative
Services”, in “Global Perspectives on Service Science: Japan”（eds. Stephen K. Kwan, James C. Spohrer, Yuriko
Sawatani），Service Science: Research and Innovations in the Service Economy, Springer（Part VI），pp. 249–260,
2016．（DOI: 10.1007/978-1-4939-3594-9_16）

Quoc Trung Pham, Yoshinori Hara, Hideki Fujii, “Apply KM and SNS in improving the labor productivity of Viet-
namese SME”, Scholars’ Press, 172 pages, 2016.

Tran Nhung Thi Tuyet, Yoshinori Hara, “Customer Experience in Traditional and Modern Retail Formats: A Case
Study of Vietnam”, Serviceology for Smart Service System, Springer, pp. 119–129, 2016.

Wen-Syan Li, Yi-Leh Wu, Corey Bufi, Kevin Chang, Divyakant Agrawal, Yoshinori Hara, “PowerBookmarks: An
Advanced Web Bookmark Database System and Its Information Sharing and Management”, in Information Orga-
nization and Databases, Kluwer Academic Publishers, pp. 373–385, 2000.

ハイパーメディアシステム（8.7.5 章），「情報処理ハンドブック」，情報処理学会，1995.
マルチメディア応用機能プラットフォーム（5.2 章），「コンパクトエンサイクロペディア情報処理」，オーム社，July,

1994.
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論文
Huy Truong, Yoshinori Hara, “The push effect of risks on supply chain performance: service-oriented firms”, Business

Process Management Journal, Vol. 25, No. 7, pp. 1734–1758, 2019. DOI: https://doi.org/10.1108/BPMJ-12-2017-0343
Huy Quang Truong, Yoshinori Hara, “Managing Risks and System Performance in Supply Network: A Conceptual

Framework”, International Journal of Logistics Systems and Management, Vol. 32, No. 2, pp. 245–271, 2019. DOI:
10.1504/IJLSM.2019.097586
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International Journal of Knowledge Management, Vol. 7, No.3, pp. 27–42, July, 2011.

Yoshinori Hara, Yukio Ebino, “Advanced Ubiquitous System Technologies for Symbiotic Evolution”, NEC Journal of
Advanced Technology, Vol. 2 No. 2, pp. 164–169, 2005.

Wen-Syan Li, K. Selcuk Candan, Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, “Supporting efficient multimedia database exploration”,
VLDB Journal, Vol. 9, No. 4, pp. 312–326, 2001.

Kyoji Hirata, Sougata Mukherjea, Wen-Syan Li, Yoshinori Hara, “Integration of Image Matching and Classification for
Multimedia Navigation. Multimedia Tools and Applications”, Vol. 11, No. 3, pp. 295–309, August, 2000.

Sougata Mukherjea, Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, “AMORE: A World Wide Web Image Retrieval Engine”, World
Wide Web, Kluwer Academic Publishers, Vol. 2, No. 3, pp. 115–132, August, 1999.

Wen-Syan Li, Quoc Vu, Divakant Agrawal, Yoshinori Hara, Hajime Takano, “PowerBookmarks: A System for Person-
alizable Web Information Organization, Sharing, and Management”, Computer Networks: The International Journal
of Computer and Telecommunications Networking, Elsevier Science Publishers, Vol. 31, Issues 11–16, pp. 1375–1389,
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Wen-Syan Li, Yoshinori Hara, et al., “WebDB Hypermedia Database System”, IEICE Transactions on Information and
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Kyoji Hirata, Sougata Mukherjea, Wen-Syan Li, Yusaku Okamura, Yoshinori Hara, “Facilitating Object-Based Naviga-
tion through Multimedia Web Databases”, Theory and Practice of Object Systems（TAPOS），John Wiley & Sons,
Vol. 4, No. 4, pp. 261–283, October, 1998.

Wen-Syan Li, K. Selcuk Candan, Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, “Hierarchical Image Modeling for Object-Based Media
Retrieval”, Data Knowledge Engineering（DKE），Elsevier Science Publishers, Vol. 27, No. 2, pp. 139–176, September,
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Sougata Mukherjea, Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, “Towards A Multimedia World-Wide Web Information Retrieval
Engine”, Computer Networks and ISDN Systems, Elsevier Science Publishers, Vol. 29, Issues 8–13, pp. 1181–1191,
September, 1997.

Kyoji Hirata and Yoshinori Hara, “The Concept of Media-based Navigation and Its Implementation on Hypermedia
System “Miyabi””, NEC Research & Development, 1994.

原　良憲，茅　陽一，「強連結成分を有するシステムのグラフ自動作図化手法」，計測自動制御学会論文集，Vol. 20,
No. 6, pp. 506–513, 1984.

国際会議（査読論文）
Huy Truong Quang, Yoshinori Hara, “The Resonant Influence of Risks on Supply Chain Performance—An Empirical

Study at Construction Service Sector”, The 5th International Conference on Serviceology（ICServ2017），Vienna
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Hisashi Masuda, Yoshinori Hara, “ToDoListoriented Process Modeling for Sharing Service Processes and Context”,

The 5th International Conference on Serviceology（ICServ2017），Vienna（University of Vienna），Austria, July,
2017.

Hisashi Masuda, Yoshinori Hara, “Developing an Ad Hoc Questionnaire Model for Extracting Consumer Behavior in
Service Encounter”, Serviceology for Smart Service System, pp. 183–195, 2017.

Huy Truong Quang, Yoshinori Hara, “Risks and Performance in Supply Chains Comparison between Manufacturing
and Service Firms”, The 4th International Conference on Serviceology（ICServ2016），Tokyo（Shibaura Institute
of Technology），Japan, September, 2016.

Tran Nhung Thi Tuyet, Yoshinori Hara, “The Effect of Buyer-Seller Communication on Customer Loyalty in Viet-
namese Traditional Wet Markets”, The 4th International Conference on Serviceology （ICServ2016）， Tokyo
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Conference on Serviceology（ICServ2013），Tokyo, October, 2013.
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Databases”, Proceedings of the Sixth NEC Research Symposium on Multimedia Computing, pp. 133–148, 1997.

Komei Harada, Eiichiro Tanaka, Ryuichi Ogawa, Yoshinori Hara, “Anecdote: A Multimedia Storyboarding System
with Seamless Authoring Support”, ACM Multimedia, pp. 341–351, 1996.

Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, Hajime Takano, Shigehito Kawasaki, “Content-oriented Integration in Hypermedia Sys-
tem”, ACM Hypertext, pp. 11–21, 1996.
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Yoshinori Hara, Kyoji Hirata, Hajime Takano, Shigehito Kawasaki, ““Hypermedia Database Himotoki” and Its Appli-
cations”, IEEE ICDE 1996, pp. 372–379, 1996.

Shigeto Kawasaki, Yoshinori Hara, et al., “Hypermedia on Demand—A Distributed Hypermedia Navigation System,”
World Telecommunication Forum（TELECOM），October, 1995.

Yoshinori Hara, Rodrigo A. Botafogo, “Hypermedia Databases: A Specification and Formal Language”, DEXA,
pp. 521–530, 1994.

Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, Naoki Shibata, Fusako Hirabayashi, “Media-Based Navigation for Hypermedia Systems”,
ACM Hypertext, pp. 159–173, 1993.

Yoshinori Hara, Arthur M. Keller, Gio Wiederhold, “Relationship Abstractions for an Effective Hypertext Design:
Augmentation and Globalization”, DEXA, pp. 270–274, 1991.

Yoshinori Hara, Arthur M. Keller, Gio Wiederhold, “Implementing Hypertext Database Relationships through Aggre-
gations and Exceptions”, ACM Hypertext, pp. 75–90, 1991.

Hiroshi Matoba, Yoshinori Hara, Yutaka Kasahara, “Regional Information Guidance System based on Hypermedia
Concept”, Proc. SPIE 1258, Image Communications and Workstations, 44, 1990.

Yoshinori Hara, Asao Kaneko, “A New Multimedia Electronic Book and Its Functional Capabilities”, User-Oriented
Context-Based Text & Image Handling（RIAO），1988.

Asao Kaneko, Yoshinori Hara, “A Multimedia Document Base System for Office Work Support”, International Com-
puter Software & Application Conference（COMPSAC），1986.

国際会議（招待講演・パネル・ポスター・デモセッション等 ）・その他国際文献
Yoshinori Hara, “Service Capability in the Context of Japanese Creative Services”, JAIST International Symposium

on Knowledge Science, Kanazawa, Japan, March, 2016．（invited talk）
Yoshinori Hara, “Sustainability and Scalability in Japanese Creative Services”, ISAGA/JASA2015, Kyoto, Japan, July,

2015．（invited talk）
Hisashi Masuda, Yoshinori Hara, “A Dynamic Evaluation Model based on Customer Expectation and Satisfaction”,

SRII2011（poster），March, 2011.
Mitsuo Okada, S. Matsuyama, Yoshinori Hara, “User-friendly Digital Watermark Extraction Using Semi-transparent

Image”, IEEE Consumer Communications and Networking Conference（CCNC），pp. 834–835, Las Vegas, January,
2011

Yoshinori Hara, “How Should Enterprises and Consumers Behave in the Servicizing Economy?”, ISES Global Confer-
ence on Service Excellence 2010, Singapore, 2010.

Yoshinori Hara, “Service Innovation Research and Education”, Service Design International Seminar（Sungkyunkwan
University, Seoul, Korea），2009．（invited talk）

Yoshinori Hara, Dimitris Karagiannis, “Service Science Management & Engineering: A new discipline?”, 13th BOC
Strategic Partner Meeting（Vienna, Austria），2009．（invited talk）

Yoshinori Hara, “Knowledge Exploratory for Service Management & Innovation”, The 7th International Conference
on Practical Aspects of Knowledge Management（PAKM2008），2008．（invited talk）

Akihiro Sumida, Yoshinori Hara, “Hypothesis and Verification based on Measurement of Information Literacy”, In-
ternational Workshop on Information-explosion and Next Generation Search（INGS’2008），in conjunction with
APWeb 2008, 2008.

Yoshinori Hara, “Knowledge Exploratory in the Digitizing and Servicizing Economy”, International Conference on
Informatics Education and Research for Knowledge- Circulating Society（ICKS’08），2008.

Yoshinori Hara, “Advanced Ubiquitous Computing for Emerging Multimedia Applications”, IEEE Workshop on Man-
aging Data for Emerging Multimedia Application（EMMA），2005．（invited talk）
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Sang Kyun Cha, Anastassia Ailamaki, Yoshinori Hara, Vishal Sikka, “Paradigm Shift to New DBMS Architectures:
Research Issues and Market Needs”, IEEE ICDE 2005, p. 1140, 2005.

S. Mukherjea, K. Hirata, Y. Hara, “AMORE: A World-Wide Web image retrieval engine”, ACM CHI1999, pp. 17–18,
1999．（demonstration）

Yoshinori Hara, Katsumi Tanaka, Robert Wilensky, “Workshop on Organizing Web Space: An Integration of Content
Search with Structure Analysis”, ACM DL, 1999.

Yoshinori Hara and Kojiro Watanabe, “Hypermedia Research at C&C Research Labs, NEC USA”, ACM CHI（orga-
nizational overview session），pp. 97–98, 1997.

Wen-Syan Li, K. Selcuk Candan, Kyoji Hirata and Yoshinori Hara, “IFQ: A Visual Query Interface for Object-based
Image Retrieval”, ACM CHI（demonstration session），pp. 32–33, 1997.

Komei Harada, Eiichiro Tanaka, Ryuichi Ogawa, Yoshinori Hara, “Implementation of the Anecdote Multimedia Sto-
ryboarding System”, ACM Multimedia（demonstration session），pp. 403–404, 1996.

Sougata Mukherjea, Kyoji Hirata, Yoshinori Hara, “Visualizing the Results of the Multimedia Web Search Engines”,
IEEE Information Visualization（demonstration session），pp. 64–65, 1996.

Yoshinori Hara, Hiroshi Matoba, Kyoji Hirata, “Multi-media computing. Support the creative activities. Electronic art
gallery and museum system with a hypermedia.”, BIT（Tokyo），pp. 163–171, September, 1996.

Yoshinori Hara, Ryuichi Ogawa, Kyoji Hirata, Komei Harada, “Reference-based vs. Scenario-based Hypermedia”, Work-
shop on Evaluation Methods and Quality Criteria for Multimedia Applications in ACM Multimedia ’95, 1995．

（position paper）
Kyoji Hirata, Hajime Takano, Yoshinori Hara, “Miyabi: A Hypertext Database with Media-Based Navigation”（video），

ACM Hypertext, pp. 233–234, 1993.
Yoshinori Hara, Arthur R. Keller, Peter K. Rathmann, Gio Wiederhold, “Implementing Hypertext Database Relation-

ships through Aggregations and Exceptions”, Stanford University Computer Science Technical Report, STAN-CS-
91-1381, 36 pages, 1991.

Yoshinori Hara, Yutaka Kasahara: A Set-to-Set Linking Strategy for Hypertext Systems. ACM COIS, 1990.

日本国内（国内大会・研究会・全国大会）
嶋田　敏，増田　央，本田路子，Spring H. Han，原　良憲，「持続的な経営に向けたサービス・ケイパビリティの再

定義とフレームワークの開発」，サービス学会第 11 回国内大会，京都（京都大学），March, 2023.
Astari Aisyah, Hara Yoshinori, “Transforming tourist experience value cocreation through digital platform. Case

Study of Authentic tourism destination of Sade Village, Indonesia”，サービス学会第 11 回国内大会，京都（京都
大学），March, 2023.

鶴岡　響，原　良憲，増田　央，「アニュアルレポートへのテキストマイニングを用いた『両利きの経営』の定量指
標に関する研究」，サービス学会第 10 回国内大会，東京（東京大学），March, 2022.

Aisyah Tri Astari, Yoshinori Hara, “The Influence of Travel Live Streaming Towards People Visit Intention”，サー
ビス学会第 10 回国内大会，東京（東京大学），March, 2022.

原　良憲，惣宇利紀子，「サービス・ケイパビリティを考慮した価値創出モデルに関する考察」，サービス学会第 10
回国内大会，東京（東京大学），March, 2022.

Tran Thi Tuyet Nhung，原　良憲，「海外進出の成功要因としての組織能力―日系小売企業の東南アジアへの事業展
開の事例から―」，サービス学会第 10 回国内大会，東京（東京大学），March, 2022.

Tran Thi Tuyet Nhung，原　良憲，「グローバル・バリュー・チェーン（GVC）におる新興国の地場企業の発展可
能性に関する実証的研究―ベトナムのアパレル産業の事例 から―」，サービス学会第 9 回国内大会，オンライン
開催，March, 2021.

原　良憲，惣宇利紀子，「企業の持続発展に影響を与える “企業らしさ” の追求とその活用に関する調査研究―サー
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ビス・ケイパビリティ観点からの企業・創業理念の位置づけと効用―」，サービス学会第 7 回国内大会，東京（東
京工業大学），March, 2019.

原　良憲，嶋田　敏，「三方よし・四方よしの事業フレームワーク―サービス・ケイパビリティ面からの考察―」，
サービス学会第 5 回国内大会，広島（広島県情報プラザ），March, 2017.

栄留　豊，嶋田　敏，山本祐輔，碓井　誠，原　良憲，「地域包括ケアシステムの事例分析とその拡大推進に向けたモ
デル化―けいじゅヘルスケアシステム―」，サービス学会第 5 回国内大会，広島（広島県情報プラザ），March, 2017.

嶋田　敏，姜　聖淑，山本祐輔，原　良憲，「対人サービスを担う人材の評価尺度―日本旅館の事例分析―」，サービ
ス学会第 5 回国内大会，広島（広島県情報プラザ），March, 2017.

小東茂夫，嶋田　敏，山本祐輔，原　良憲，碓井　誠，「BtoB サービスにおける顧客同士の相互学習を活用したマー
ケティング―グループ経営管理システムベンダーの取り組みを例に―」，サービス学会第 5 回国内大会，広島（広
島県情報プラザ），March, 2017.

惣宇利紀子，原　良憲，「認知症の予防・維持・改善サービスにおけるサービス・ケイパビリティに関する考察～社
会的課題解決と持続可能なビジネスとを両立させるシステムの要因分析・提案～」，サービス学会第 5 回国内大会，
広島（広島県情報プラザ），March, 2017.

Tran Nhung Thi Tuyet, Yoshinori Hara, “The Effect of Buyer-Seller Communication on Consumer Loyalty in Viet-
namese Traditional Wet Markets”，サービス学会第 5 回国内大会，広島（広島県情報プラザ），March, 2017.

Huy Truong Quang, Yoshinori Hara, “Risks and Supply Chain Performance in Construction Service Sector: The
Resonant Influence”，サービス学会第 5 回国内大会，広島（広島県情報プラザ），March, 2017.

増田　央，原　良憲，“ToDo リストを活用した簡易なプロセスモデル作成環境に基づくサービス提供者自身による
そのパフォーマンスの記録・解釈・蓄積手法の構築」，サービス学会第 5 回国内大会，広島（広島県情報プラザ），
March, 2017．

増田　央，山内　裕，原　良憲，「ビジネスプロセスモデリングを活用したサービスコミュニケーションベースの構
築：クラス/インスタンス構造による通常/例外処理の表現と蓄積」，サービス学会第 4 回国内大会，神戸（神戸
大学），March, 2016.

森本理加，嶋田　敏，山本祐輔，原　良憲，碓井　誠，「シグナリングゲームを用いた顧客と従業員のインタラクショ
ン分析」，サービス学会第 4 回国内大会講演論文集，pp. 358–360，神戸（神戸大学），March, 2016．

嶋田　敏，山本祐輔，原　良憲，大村未菜，「対人サービスにおける人材評価の尺度構築 サービス学会」，サービス学
会第 4 回国内大会講演論文集，pp. 358–360，神戸（神戸大学），March, 2016.

Tran Nhung Thi Tuyet，原　良憲，「暗黙的認識行為に基づく「切磋琢磨の価値共創」モデル化に関する考察」，サー
ビス学 会第 3 回国内大会，金沢（金沢歌劇座），April, 2015.

Tran Nhung Thi Tuyet，原　良憲，「ベトナムの伝統的な市場（いちば）における継続性―価値共創の観点からの考
察―」，サービス学会第 3 回国内大会，金沢（金沢歌劇座），April, 2015．

増田　央，中村孝太郎，原　良憲，「経営者意識と顧客からの情報取得手法に基づく海外展開する日本の宿泊業の一
般化」，サービス 学会第 2 回国内大会，函館（公立はこだて未来大学），April, 2014.

山本尚忠，原　良憲，「保有ポートフォリオを考慮したクリエイティブサービス価値の持続・ 向上施策」，サービス学
会第 2 回国内 大会，函館（公立はこだて未来大学），April, 2014.

山川義徳，金井良太，岡　宏樹，原　良憲，「オープンイノベーションを支える脳科学の産業応用～文化多様性に適
用するためのニューロ IT ストラテジー～」，グローバルビジネス学会第 1 回全国大会，pp. 56–62, Tokyo, March,
2013.

小和田健太郎，山川義徳，原　良憲，「リアルサービスにおける信頼構築メカニズムに基づいたオンラインサービス
顧客戦略手法の 提案」，データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2011），E8-1, February, 2011.

新田陽介，山川義徳，前川　聡，原　良憲，「地域キャラクターを活用した観光プロモーション のためのオンライン
メディア戦略 の提案」，データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2011），E8-2, February, 2011.

丹下翔太，山川義徳，原　良憲，「製品感性価値に関する生活者の印象評定に基づいたオンラインプロモーション戦
略の提案」，データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2011），E8-4, February, 2011.
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中村茂利，山川義徳，原　良憲，「感性情報伝達によるオンラインコマース上の顧客維持戦略の提案」，データ工学と
情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2011），E8-5, February, 2011.

米田拓正，山川義徳，前川　聡，原　良憲，「生活者の認知特性に基づいた 信頼を伝えるための メディアコミュニ
ケーション手法 の提案」，データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2011），E8-6, February, 2011.

中根徹裕，原　良憲，「無謬性の問題を考慮したリスクマネージメントに関する考察」，情報セキュリティ心理学とト
ラスト（SPT）研究会，February, 2011.

竹井慎平，山川義徳，田中克己，前川　聡，原　良憲，「信頼に基づくサービス価値創造を目指したオンラインプロ
モーション手法の提案」，データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2010），E10-5, March, 2010.

丹下翔太，山川義徳，岡　宏樹，原　良憲，「企業発信情報と消費者受信情報に基づく包括的な企業評価手法」，デー
タ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2010），E10-4, March, 2010.

増井健人，山川義徳，高見　茂，原　良憲，「サービス化時代の知識活用手法の提案」，データ工学と情報マネジメン
トに関するフォーラム（DEIM2010），E10-2, March, 2010.

増田　央，姜　聖淑，山川義徳，原　良憲，「動的な顧客満足度モデルの構築」，データ工学と情報マネジメントに関
するフォーラム（DEIM2010），E10-1, March, 2010．

市橋正太郎，山川義徳，原　良憲，「オンラインコミュニティ活性化のためのリーダーシップ分析」，データ工学と情
報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2010），A7-3, March, 2010.

福士久美子，原　良憲，「協働化イノベーション―京都市の取り組みを事例として―」，映像情報メディア学会 アント
レプレナ・エンジニアリング研究会，January, 2010.

渡辺孝信，原　良憲，「サービス多角化戦略」，映像情報メディア学会アントレプレナ・エンジニアリング研究会，
March, 2008.

隅田章広，原　良憲，「情報リテラシーによる探索行動分類」，電子情報通信学会第 11 回 Web インテリジェンスとイ
ンタラクション研究会，March, 2008.

原　良憲，「共創型コーポレートスピンオフによるオープン・イノベーション」，映像情報メディア学会アントレプレ
ナー・エンジニアリング研究会，November, 2007.

中島伸介，舘村純一，原　良憲，田中克己，植村俊亮，「重要な blogger 発見を目的とした blog スレッド解析手法」，
知能と情報（日本知能情報ファジィ学会誌），Vol. 19, No. 2, pp. 156–166, 2007.

中島伸介，舘村純一，原　良憲，田中克己，植村俊亮，「ブログサイトにおけるトラックバック利用状況の調査およ
び考察」，日本データベース学会論文誌（DBSJ Letters），Vol. 5, No. 1, pp. 17–20, 2006.

中島伸介，舘村純一，原　良憲，田中克己，植村俊亮，「ブログサイトにおけるトラックバック利用状況の調査およ
び考察」，第 17 回データ工学ワークショップ（DEWS2006），2006.

中島伸介，舘村純一，原　良憲，田中克己，「Blog スレッドの解析に基づく重要な blogger の発見」，DBWS2005 情報
処理学会研究報告 2005-DBS-137（Ⅰ），2005.

中島伸介，舘村純一，日野洋一郎，原　良憲，田中克己，「リンク構造の時間特性に着目した Weblog 解析に基づくコ
ンテンツの信頼性評価の検討」，第 15 回データ工学ワークショップ（DEWS2004），2004.

日野洋一郎，是津耕司，中島伸介，原　良憲，田中克己，「BlogSafari：動物メタファを用いた Blog ブラウジング」，
DBWS2004 情報処理学会研究報告 2004-DBS-134（Ⅰ），2004.

中島伸介，竹原幹人，日野洋一郎，舘村純一，原　良憲，田中克己，「blog 解析に基づく Web 情報検索の信頼性向上
技術」，人工知能学会　第 6 回セマンティックウェブとオントロジー研究会，SIG-SWO-A401-05, 2004.

Yihong Gong，原　良憲，「音声・視覚情報の統合による動画要約方式」，NEC 技報，Vol. 56, No. 3, pp. 35–38, 2003.
川崎成人，原　良憲，他，「ハイパーメディアオンデマンド」，NEC 技報，Vol. 49, No. 1, pp. 145–150, 1996.
平田恭二，原　良憲，他，「ネットワーク環境下における動画ハイパーメディア実装方式」，アドバンスト データベー

ス システム シ ンポジウム，December, 1994.
原　良憲，「マルチメディアアプリケーションプラットフォーム」，日本化学会春季年会，March, 1994.
平田恭二，原　良憲，「ハイパーメディアシステム『雅』におけるメディアナビゲーション方式」，アドバンスト デー

タベース シス テム シンポジウム，December, 1993.
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原　良憲，「次世代ハイパーメディアの要件―ハイパーメディア構築・利用ツール『雅』―」，京都高度技術研究所
データエンジニ アリングフォーラム，July, 1993.

平田恭二，原　良憲，他，「ハイパーメディアにおけるメディアナビゲーション」，情報処理学会ヒューマンインタ
フェース研究会，March, 1993.

原　良憲，他，「ハイパーメディア構築・利用ツール『雅』―システム概要―」，情報処理学会第 46 回全国大会，March,
1993.

原　良憲，他，「ハイパーメディアプラットフォーム “雅（みやび）” の概要」，情報処理学会データベース管理システ
ム研究会，September, 1992.

高野　元，原　良憲，他，「ビデオ・ハイパーメディアのナビゲーション方式」，ヒューマンインタフェースシンポジ
ウム（HIS），October, 1992.

佐古慎二，原　良憲，他，「参照関係を用いた大規模マニュアルの自動構造化」，情報処理学会情報学基礎研究会，July,
1992.

的場ひろし，原　良憲，他，「ハイパーメディア美術館―アメニティを重視したユーザインタフェース―」，ハイパー
メディアと信 号処理フォーラム，June, 1992.
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